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制作・発行：㈱BSO 支援企画部 

TEL：(06)6351-5836 

情報てんこもりは、弊社の協働活動（受託事業・企画事業・出版事業）のタイムリーな情報をいち早く多くの方々に知っていただく

為に発信しております。（お問い合わせはｓｈｉｅｎｋｉｋａｋｕ＠ｂｓｏ．ｃｏ．ｊｐまで） 

詳しい記事やその他の情報は、ＢＳＯのホームページ http://www.bso.co.jp へ 

～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆新時代のビジネスコラボレーション 
コラボはこれからビジネスを展開していく上で重要な手

法です。コラボにはメーカーレベル、流通レベル、エンドユ
ーザーレベルのそれぞれのコラボがあり、各レベル同士での
コラボは“協創”することに面白さがあり、新しい価値の創
造です。メーカーレベル、流通レベル、エンドユーザーレベ
ル間でのコラボでは組み合わせの面白さがあります。 

◆新時代の海外化ビジネス 
これまでの海外化では、海外は材料、代替商品を調達する場

所という認識でした。これはコスト削減や日本にない原材料を

調達するという意味合いが大きいです。しかし、近年の海外化

では海外を市場として捉えるようになりました。その中でも

「競争」と「市場の異質性」が注目すべきポイントです。まず

は海外化の中で我々が置かれている環境を認識した上で、ビジ

ネスを考える必要があります。日本人は海外で経営することが

下手です。島国で育ってきたため、「買う」ことはまだ出来ま

すが、「売る」ことに疎い状況にあります。国内のマーケット

は小さくなってきているため、海外で仕入れ、国内で売ること

が通用しなくなっています。 

日本は海外企業との競争に迫られています。例えば自動車の

ヒュンダイも、元々は三菱の図面を発展させてつくってきたた

め、日本と競争になるのです。規制の関係があるため日本には

ヒュンダイの自動車は入ってきませんが、海外では日本は負け

ています。このままでは中国、韓国に負けていくことになり、

更にはインドにも負ける可能性も出てきます。 

海外展開への道はどの企業も避けることは出来ず、「買う」

「売る」を海外企業に委託するのではなく、自分達でやらざる

を得ない状況になります。海外へのウェイトもこれまでの１／

３から、１／２となることを想定してビジネスを考える必要が

あるでしょう。 

◆なぜ現代は理念・方針が重要になっているか 
１.現代日本企業の経営環境・企業環境 

経営環境：日本は世界で最も賃金が高いが生産性について

は世界一ではありません。特に、時間当たりの付加価値額で

みると、日本は中流国です。要は、熱心に作業はしても値打

ちのある仕事はしていないのです。 

企業環境：変化のスピードが速く、受ける影響の範囲が広

いです。また、多くの要素と要因を考える必要があり、過去

のやり方ではやっていけなくなっています。 

２.自走型の人財になる事が不可欠です 

いままで指示を出していた人々の時間的能力的限界を越

えています。理念・方針を理解してないとベクトルが合わず、

合わない人財の集まりは単に集団でしかありません。理念や

方針は、絵に描いたモチでは役に立たず、本質を理解しなけ

ればなりません。理念・方針は、中核者が発信する言動から

読み取れます。 

◆霧研（経営幹部養成研修）の必要性 
生徒が育ち、様々な場で活躍してくれています。時代的要請

に応えて中核人財育成を、特に企業革新の実践が出来る人財へ

の変身を目指して取り組んでいます。２０１５年度は大阪・鹿

児島・高松・東京で開催することにしました。 

【対 象 者】社会・企業の新時代を担う、経営幹部候補・経営

企画担当者・中核人財 

【研修目的】組織を動かす実践考働力を身に付け、経営センス

を修得し、武装化し効果効率を実現する新時代の中核人財を育

成します 

【開催場所】大阪、東京、高松、鹿児島 

【期  間】平成２７年４月～平成２８年３月 

※ＢＳＯ代表の西山が直接指導いたします。詳細につきまして

はＢＳＯまでお問い合せ下さい。資料をお送りします。 

 

◆ 

本物の美味しさが毎月届く、喜多猿八 

の「うまいもん食らぶ」。１月は「いち 

ご」(さぬきひめ）、「みかん」(越冬小 

原紅早生）が届きました。さぬきひめは 

、喜多猿八のビニールハウスで、ロック 

ウール水耕栽培によって作られた朝獲れ 

たてのいちごです。長年の栽培ノウハウによってしっかり育

てており、甘く熟してから収穫していますので、大変人気が

あります。さぬきひめは名のごとく、２００９年に香川県で

登録された品種で、甘みと適度な酸味の調和が特徴です。 

越冬小原紅早生は、小原紅早生の中でも品 

質と食味が最上級になるようビニールハ 

ウスの雨よけと細やかな水分管理を行っ 

て栽培し、年明けまで完熟させてから収穫 

されたもので数が少なく、期間も限定され 

た貴重なものとなっています。 

 

◆日越交流大阪大会 ４月９日（木）開催！ 
今回の交流会では、商談会を中心に開催いたします。 
詳しくはＢＳＯまでお問い合わせください。 


